
地域女性活躍推進事業 【北海道白老町】

・少子高齢化社会の進展により、福祉や保育、育児分野の施策を
重点化してきたため、不安や悩みを抱える女性に対する支援が手
薄となっていた。

・さらに、コロナによる自粛生活が長期化したことにより、人との関
わりが希薄化し、孤立化が進んだことから、気軽に相談できる体制
づくりや居場所づくりが求められる。

地域の実情と課題

・白老町（町民サービス課、福祉課、健康子育て課、教育課）
・学校（町立小中学校、道立高校）
・白老町社会福祉協議会
・白老町青少年育成町民の会
・民生委員
・NPO法人お助けネット 等

連携団体

・R７年度は予算の関係でスタッフがボランティアで動いた部分や、
必要経費が出せない部分があった。
・Ｒ８年度以降は、町の事業費の予算を増やし、安心して運営でき
るように努める必要がある。

今後の課題

・不安や悩みを抱え、寄り添った支援を必要とする女性に対し、気
軽に相談できる居場所の提供を町内各地区において提供すること
ができた。
・また、参加者による支援の輪が広がり、誰も取り残さない隅々ま
で手の届く支援体制が強化された。

※数値目標：相談件数１００件⇒実績件数１１９件

事業の効果

不安や悩みを抱える女性が気楽に相談できる居場所や相談体
制など、相談しやすい環境づくりや周知を図り、女性が再度輝きを
取り戻せる環境を整える。
・相談できる居場所の提供（平均週２回以上）
・移動サロンの実施（うち月２回）
・相談件数１１９件

目的・目標

様々な困難・課題を抱える女性に対する支援に取り組む意欲のあるNPO法人ウテカンパ
へ委託し次の事業を実施。
①困難・課題を抱える女性が気軽に相談できる居場所の提供
②webやSNSでの相談体制の充実及び事業PRによる周知強化
③町内各地区での移動サロンの実施
④行政機関、学校、民生委員、社会福祉協議会、町内会等関係機関との連携による相
談窓口の周知、情報交換、町内実態把握
⑤上記機関との連携による生理用品の提供
⑥地域コミュニティキーパーソンの養成講座の実施
⑦若者へ心と体を守るための知識を伝えるため、地元高校で性教育講座の実施

事業の特徴

個別事業費 ４,４７０ 千円

交付金額 ３,３５２ 千円

事業番号 １



事業の概要

NPO法人ウテカンパ
業務委託

困難・課題を抱える
女性が気軽に相談で
きる居場所の提供
(各種講座、移動サロン)

SNS、新聞折込、広報による周知

地域コミュニティ
キーパーソンの
養成講座の実施

webやSNSでの
相談体制の充実

学校等との連
携による生理
用品の提供

行政機関、学校、社会福祉協議会、町内企業、民生委員
等関係機関との連携による相談窓口の周知、情報交換、
町内実態把握

白老町
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